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 前期、保育内容の領域「言葉」の演習の授業を持たせていただいておりました。その最初の時間に、二人

組みになり、一人が子ども役、一人が大人の役になって、ロールプレーイングをしました。子ども役になっ

た人は、何でもよいのでお話をします。「今日こんなことがあった」「友だちの○○さんと遊んだこと」「お

いしいものを食べたこと」「大変だったこと」「テレビで見た番組の話」など、とにかく３分間大人役の人に

むけて話しかけます。しかし、大人役になった人は、相づちを一言も打たず、そっぽを向き、聞く耳を持た

ないふりをします。二人組なので、子ども役・大人役の両方を交代して行います。このロールプレーイング

の後、感想を聞きますと、「子ども役になったときは、本当に悲しかった」「３分間辛かった」などの感想が

続々と出てきました。来年はその活動の後に、思う存分お互いの話を聞き合い、相づちやリアクションを入

れる活動をして比較してみようかなと思っています。 

 実際の生活では前者のような場面は考えにくいかと思います。誰かに話しかけられれば耳を傾け、その人

の話に反応するのが自然の姿でしょう。特に子どもから話しかけられれば、同じ目線の高さになって聞き、

一言一言にうなずきながら対応したいと思います。しかし、そう思いながらそれができない状況の時や場面

もあることでしょう。将来、そんな瞬間があったら、このロールプレーイングをふと思い出してもらえたら

…と思います。話し手は、「そうなんだ～」「いいね～」「大変だったね～」など、聞き手の短い受け答えに

救われることがあります。大人でも子どもでもそうです。 

 もう随分前になりますが、私は６年間ほど、中学校での「心の教室」の相談員として、週に何度か勤務さ

せていただいていたことがありました。自分自身の所属クラスへは行けない生徒さんと、「心の教室」で一

緒に勉強したり話を聞いたり、逆に、自分のクラスで授業を受けていて休み時間は「心の教室」に来る生徒

さんと話をしたり等の仕事をさせていただきました。当時、大学での仕事もしていましたが、「心の教室」

で過ごす時間は私にとって居心地の良い大好きな時間でした。教師として授業を行い評価もする立場から離

れて、評価をせず、一人一人の心に寄り添えばよい相談員の仕事は貴重な体験でした。そういう立場の人間

にだからこそ、心を開いて話をしてくれた生徒さんも多くいたように思います。うなずきながらただ聞くこ

とに徹して、こうした方が良いというアドバイスは求められた時など最低限にしました。 

 現在、この大学の中にいても、授業をしているときの顔と、研究室で学生に対応している時の顔は自分自

身でも少し違うような気がしています。研究室では、昔の「相談室」での顔や話し方になっています。３・

４年生になって研究室を訪れるようになった学生は、１・２年の授業での印象と全く違うと言います。研究

室で学生達の話に耳を傾けることは、私にとって大きな喜びとなっています。 
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今年も 11 月 3 日（火・祝）に「学びの森フェスティバル」が中部学院大学各務原キャンパスにて開催さ

れます。隣接する「学びの森」までの広い範囲に及ぶフェスティバル（祭り）で、学生が企画する遊びの広場

やステージ発表・模擬店など様々な催しを計画中です。小さなお子さんから元気いっぱいの小学生までが中

心ですがもちろん大人の方も一日楽しめる催しです。どうぞ皆さんでお越しください。 

 

 

11 月 3 日(火・祝)9:00～15:00 雨天決行 
場所 各務原市学びの森・中部学院大学各務原キャンパス 

 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

 

 

 
 

  

 

毎月いろいろな形で「お母さんのためのリフレッシュ講座」として催しをする中で、講座内容を楽しみなが

らもいつのまにか子育ての輪が更に広がっているこの頃です。 

 夏の頃の「帽子作り」から発展してお友達同士でお揃いの洋服を作り 

3 人揃ってその洋服を着て遊びに来てくださった時は注目の的でした。また 

先月は、色画用紙を使ってＢ６サイズの形に仕上げた冊子を基本に「絵本作 

り」をしました。するとママの愛情とアイデアがいっぱい詰まった力作が 

どんどん仕上がり「うぁ～ステキ！」「可愛いね」と知らないうちに会話も 

広がりました。作品を作っている時の充実感とみんなと見せ合って楽しさを 

共有する喜びが作品作りの魅力 

のようです。あなたも作って 

みませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

11/3 学びの森フェスティバル 開催 

お母さんのためのリフレッシュ講座  ―子育ての輪を広げて― 

 

絵本「いろんなかお」 
ページをめくると泣いた顔・笑った顔・怒った
顔…などどれも可愛い顔が目に飛び込んでき
ます。ママならではの作品です。 

絵本「souta’s  zoo」 
子どもの手形足型・パパママの手形を貼り、それぞれを
動物に見立てて絵本いっぱいの動物園になっていま
す。アイデアとイラストが可愛いに脱帽の作品です。 

3 人お揃いの洋服で 

 
ラ・ルーラ戸外では
綿菓子・水ヨーヨー・
金魚すくいなどの 
屋台が出ます。 

「学びの森」では 
学生企画のダイナミックな
遊び広場開催！ 

 

ラ・ルーラ内では 
絵本の読み聞かせがあります。 
開催予定時間 10:00・11:00・ 

12:00・13:00 



 

 ある土曜日のこと（魚探しごっこ）   ^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 

 年中組の男の子Ａ君とＢちゃんＣちゃんの二人の女の子。学生が絵本「きんぎょがにげた」を読み、そ

のあとフェルトで作った魚をラ・ルーラ内に隠してごっこ遊びを始めました。「１０数えたら探し始める

よ」「いーち、にーい、さーん…」「もういいかい」「まーだだよー」と自分たちでルールを決め、探し始

めると「あっ！見つけたー」「ここにもあった！」と嬉しそう。何度もキャッキャとはしゃぎながら遊び

午前中は終わりました。 

 昼食後の午後。学生はいなくなりカラフルなフェルトの魚もありません。するとＡちゃんとママが紙で

魚を作り始めました。1 匹 2 匹 3 匹…と紙で作った魚が出来上がり「かくすよー」「今度はママたち」と

遊び方もいろいろ変わってきました。ごっご遊びはどんどん広がり、魚はいつのまにか 12 匹。隠す場所

も巧妙になりなかなか見つかりません。隠す方も見つける方もワクワクドキドキです。「12 匹あったか

らぁ…8 匹見つかってぇ…」数を数えながら探したり、時には「あれ？どこいったかなぁ」と隠した本人

たちも隠した場所がわからなくなったりと、遊びはいつまでも続いていました。 

 「私たち（母親）が遊ばれとるね」と笑っているママたちの笑顔が印象的でした。 

 

 大学職員と女の子のかわいい会話     ^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^  

       

ラ・ルーラ前のトイレにて、手を洗っているとＣちゃんと目が会いました。 

Ｃちゃん「（あなたは）大学の子ども？ねえねえ何組みなの？」 

職員  「えっ？あなたは？」 

Ｃちゃん「私？わたしは『いずみ組』！何組？」 

職員  「う～ん… さくら組かな」 

Ｃちゃん「ふぅ～ん。ありがとう！」 

立ち去るＣちゃんの後姿を追いながら、思わず笑みがほころんだ職員でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

   

  

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 “いもほり隊”の皆さんと一緒に、春から一緒に世話をして育てたサツマイモがやっと 

収穫を楽しみにできる時期になってきました。今月末には楽しみにしていた芋掘りが 

できそうです。みんなで楽しく芋掘りをしましょうね。どうぞお楽しみに！ 

ラ・ルーラでのひととき  

サツマイモの収穫間近  

新着図書紹介 

 

 

      ラ・ルーラ内には絵本を中心に約 1600 冊の 

     図書があります。幼児用の絵本が中心ですが読み

応えのある児童書も数多く、就学前の絵本好きな

お子さんも十分満足できる本もたくさんありま

す。また 0 歳の赤ちゃんが手にとってページをめ 

くる楽しさを味わえるような厚手の紙で作られた絵本も 100 

冊以上あります。育児書・育児雑誌も用意してあります。 

 今年度の新着図書もわかり易いように「新着図書」の表示も 

つけました。書棚中央スペースに設置するようにしました。 

どうぞ親子で楽しんでください。 

 また２Ｆの各務原キャンパス図書館にも更に多くの図書が 

あります。どうぞご利用ください。 



   ＜ラ・ルーラ開設日＞火・水・木・金・土曜日 （時間 10:00～16:00） 

            催しがあるときも ラ・ルーラ内では自由に遊べます。 

11 月の予定 

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 

学びの森 

フェスティバル 

4 5 6 

図書館読み聞かせ 

11:00～ 

7 

8 9 10 1:00～ 

お母さんのための 

リフレッシュ講座 

11 12 

ママと遊ぼう 

11:00～11:45 

13 14 

子育て実践 

プログラム 

15 16 17   

 

18 

みんなで遊ぼう 

11:00～11:45 

19 20 21 

作って遊ぼう 

11:00～ 

22 23 24 25 26 

赤ちゃん集まれ 

11:00～11:45 

27 

11 月の誕生会 

12:30～13:00 

28 

29 30      

＊毎日 11 時頃にお話しの時間があります。 

＊各サロン・子育て実践プログラム等、ラ・ルーラ利用料(保険料)にてご利用いただけます。 

 

 

 
 
 
３日 学びの森フェスティバル    「中部学院大学各務原キャンパス」と「学びの森」にて開催 

詳細：紙面にて 
6 日 移動図書館 ・読み聞かせ   図書館スタッフによる 本の紹介と読み聞かせ 
 
10 日 お母さんのためのリフレッシュ講座   「季節のポップアップカード」 
               クリスマスカードを中心に季節のカードなどオリジナルカードを作ります。 

 
12 日 ママと遊ぼう （１～３歳児対象）   カラーリング遊び・かさ袋ロケット 
 
14 日 子育て実践プログラム   自然の中で子育て散歩 ～学びの森でネイチャーゲーム～ 
                           幼児教育学科 准教授 有川 一 
 
18 日 みんなで遊ぼう（２～３歳児対象）    カラーリング遊び・かさ袋ロケット 

 
21 日 作って遊ぼう    ダンボールカーリング （スーッとすべっておもしろいよ） 

   
26 日 赤ちゃん集まれ （０歳児対象）  親子ふれあい遊び ＆ 交流  
              

27日 誕生会    11月生まれのお友達を みんなで祝います 
 

６・10・17・27 日ランチタイムコンサート 吹奏楽部員（学生）による ミニコンサート 
学生の授業の都合で日時が変更になる場合があります。お問い合わせください。 

 

 

尚、各行事・催しは定員 15～20 組、準備のため事前参加申込みが必要です。 

お問い合わせ先   電話：０５８－３７５－３６０５ ＦＡＸ：０５８－３７５－３６０９ 

11 月の行事 ＊ 内容紹介 


